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関川村食生活改善推進員の皆さん 

・人参　130g　　・卵　２個　　・砂糖　60g 

・サラダ油　50g　　・薄力粉　120g　 

・ベーキングパウダー　小さじ１と1/2 

・シナモンパウダー　小さじ1/2 

 

キャロットケーキ 
　キャロットケーキにはビタミンＡがたっぷり詰ま

っていて、人参が苦手なお子さんでも、おいしくい

ただくことができます。 

　おやつにどうですか？ 

 

① ボウルに卵を割り、砂糖・サラダ油を入れ泡だて

　  器でよく混ぜる。 

② 薄力粉・ベーキングパウダー・シナモンパウダー

　 を振り入れて、ゴムベラでさっくりと混ぜ、その

　  後、すりおろした人参を入れて再度混ぜる。 

③ 型に流し入れ、170℃のオーブンで20～25分焼く。 

 

※シナモンパウダーは香り付けなので、なければ入

　れなくても良い。バウンド型だと30～40分位かかる。 
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猫
ち
ぐ
ら
を
考
案
し
関
川
村
の
代

表
的
な
特
産
品
に
育
て
た
本
間
重
治

は
明
治
四
十
四
年
十
二
月
二
十
六
日

関
川
村
小
見
前
新
田
に
本
間
平
吉
の

三
男
と
し
て
生
れ
た
。 

　
女
川
村
立
川
北
尋
常
高
等
小
学
校

を
卒
業
。
高
等
科
在
学
中
は
勉
学
に

励
む
だ
け
で
な
く
、
村
上
で
開
催
さ

れ
た
岩
船
郡
の
弁
論
大
会
に
出
場
す

る
な
ど
積
極
的
に
活
躍
し
た
。 

　
戦
前
は
日
立
製
作
所
に
勤
務
し
て

い
た
が
終
戦
後
帰
省
し
、
昭
和
二
十

五
年
頃
か
ら
下
関
の
渡
�
邸
に
勤
務
。 

　
歴
代
の
番
頭
の
も
と
で
外
ま
わ
り

の
仕
事
を
担
当
。
庭
木
の
剪
定
な
ど

庭
園
の
手
入
、
冬
囲
い
、
雪
下
し
な

ど
の
ほ
か
、
ニ
ワ
ト
リ
な
ど
の
家
畜

の
世
話
、
ま
た
農
地
解
放
後
僅
か
に

残
っ
た
田
畑
の
耕
作
ま
で
万
事
本
間

重
治
の
手
の
か
か
ら
な
い
も
の
は
な

か
っ
た
。
真
面
目
で
仕
事
熱
心
で
あ

っ
た
の
で
当
主
の
信
用
は
絶
大
で
あ

っ
た
。
終
戦
後
渡
�
家
の
難
局
を
陰

で
支
え
た
本
間
重
治
の
功
績
は
大
き

い
。 

　
渡
�
家
十
一
代
当
主
渡
辺
万
寿
太

郎
夫
人
光
江
は
大
の
猫
好
き
で
あ
っ

た
。
手
先
が
器
用
で
ワ
ラ
仕
事
も
達

人
の
域
に
達
し
て
い
た
本
間
重
治
は

子
供
の
頃
父
親
が
炉
辺
で
作
っ
て
い

た
猫
ち
ぐ
ら
を
思
い
出
し
、
昭
和
五

十
五
年
頃
、
工
夫
を
重
ね
て
コ
シ

ヒ
カ
リ
の
長
い
ワ
ラ
二
十
把
を
使

用
し
て
猫
ち
ぐ
ら
を
作
り
上
げ
た
。

こ
の
猫
ち
ぐ
ら
が
渡
�
邸
の
囲
炉

裏
の
そ
ば
に
置
か
れ
て
い
た
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昭
和
五
十
七
年
二
月
、
た
ま
た

ま
観
光
バ
ス
で
東
京
か
ら
渡
�
邸

を
見
学
に
訪
れ
た
観
光
客
の
中
に
、

東
京
渋
谷
区
の
猫
専
門
店
「
ね
こ

ま
」
の
お
上
が
い
た
。
お
上
は
猫

ち
ぐ
ら
を
見
て
大
い
に
感
動
し
て
是

非
一
個
作
っ
て
欲
し
い
と
要
望
し
た
。

本
間
重
治
は
快
諾
し
て
、
後
日
念
入

り
に
仕
上
げ
て
送
り
届
け
た
。
こ
れ

が
特
注
の
第
一
号
で
あ
っ
た
。
丁
度

こ
の
頃
村
主
催
の
物
産
展
に
出
品
し

た
と
こ
ろ
大
評
判
と
な
り
、
新
聞
、

テ
レ
ビ
、
雑
誌
等
に
紹
介
さ
れ
全
国

的
な
反
響
を
呼
び
起
こ
し
注
文
が
殺

到
し
た
。 

　
こ
の
た
め
村
当
局
も
生
産
態
勢
の

拡
大
や
技
術
の
習
得
・
向
上
に
の
り

出
し
、
本
間
重
治
を
講
師
と
し
て
講

習
会
を
開
催
し
た
。
昭
和
五
十
七
年

頃
よ
り
本
間
重
治
を
中
心
と
し
て
有

志
に
よ
り
「
猫
ち
ぐ
ら
の
会
」
が
結

成
さ
れ
活
動
し
て
い
た
が
、
そ
の
後

会
員
や
受
注
数
の
増
加
に
よ
り
会
の

内
容
を
整
え
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
、

昭
和
六
十
年
会
則
を
定
め
て
、
任
意

団
体
「
関
川
村
猫
ち
ぐ
ら
の
会
」
を

発
足
さ
せ
た
。
以
後
年
々
製
作
技
術

が
向
上
し
、
形
の
整
っ
た
誠
に
美
し

く
芸
術
品
の
よ
う
な
猫
ち
ぐ
ら
が
製

作
さ
れ
て
い
る
。
猫
ち
ぐ
ら
を
考
案

し
、
村
の
代
表
的
特
産
品
に
育
て
た

本
間
重
治
の
功
績
は
大
き
い
。
後
継

者
の
育
成
に
努
め
、
八
十
歳
代
ま
で

作
り
続
け
、
平
成
十
七
年
五
月
二
十

六
日
九
十
四
歳
で
こ
の
世
を
去
っ
た
。 
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